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本校は、昭和５３年、鹿本中学校を母体に独立開校し、今年で４６年目を迎えます。正門

には、親水緑道があり、四季折々の風情を見せ、静かな学習環境の中、さわやかな挨拶が響

きわたり、笑顔が満ち溢れている学校です。 東京の花言葉に「春は鹿骨の花からはじまる」

と言われるほど、本校の立地している鹿骨地域は、「花のまち・鹿骨」として有名です。 

花卉栽培などが盛んで、鹿見塚（ししみずか）伝説で知られるように歴史が息づく、落ち

着いた花と緑の町にあります。現在では、四季を通して鉢物を中心に観葉植物や球根などが

作られ、年間４００万株に及ぶ出荷があります。入谷鬼子母神の「朝顔市」や浅草寺の「ほ

うずき市」などに大量に出荷され、夏の風物詩となっています。 

この恵まれた自然の中で育った本校の生徒は素直で純朴で、毎日の学習や各種行事に熱

心に取り組んでいます。特色ある教育活動としては、運動会、学芸発表会があり、全校生徒

が団結して取り組み、完全燃焼することで心身ともに大きく成長し、良き伝統を継承してい

ます。また、部活動も盛んで、運動部、文化部ともに活気があり、全国大会や関東大会にも

出場しています。 

保護者や地域の方々の本校への想いはとても厚く、教育活動に様々な応援をしてくださ

っています。 本校の校歌に「ここにつどえる はらからは」とあります。校歌のとおり、

地域や先輩たちの力で育った絆や愛校心は、卒業生から在校生へと受け継がれ、新しい次代

にしっかりと根付いており、地域の中の学校として教育活動が展開されています。そして、

本校のシンボルである「ポプラの木」のように、まっすぐ逞しく成長しています。  

鹿骨中学校は「みんなが幸せになれる学校」を目指し、生徒の「成長」をその中心に据え

て、生徒・保護者・地域から信頼される学校として教育活動の推進に努めていきます。 

よろしくお願いいたします。 

 

 鹿骨（ししぼね）の由来を調べてみました 

鹿骨東小の南の交差点に鹿見塚（ししみづか）があり、案内板が立っています。次の

ように書いてあります。 

「ある日のこと、日頃、尊崇する鹿島大神が常陸（ひたち、茨城）から大和（奈良）に

向かう途中、大神の杖となっていた神鹿（しんろく）が急病でたおれたので、塚をつく

りねんごろに葬ったところだと伝えられています。昭和四十二年八月、氏子中によって、

『鹿骨発祥の地・鹿見塚』として碑が建てられています」（江戸川教育委員会） 


